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　救急の日にあわせて子ども向けイベントを開
催。救急車との記念撮影や、心肺蘇生法体験など
に約500人が参加しました。

　宝塚阪急で、阪神間8大学の学生がオリジナル
カレーを販売。売上高を競い、園田学園大学のカ
レーがグランプリに輝きました。

　8月9日～9月24日に公民館3館で、本市や兵庫
県にまつわる妖怪のパネルや標本、映像などの巡
回展示が行われました。

救急フェスタ2025

宝塚カレーグランプリ宝塚に妖怪がやってきた！8
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　全国のバーガー店10店が宝塚に集結。宝塚市
大使で宝塚歌劇団OGの榛
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由梨さんによる食
べ比べトークショーなどが催されました。
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みなさん、こんにちは。
ようやく朝夕に秋の気配を感じるようになりました。
健やかに過ごされていますか。今月号のテーマはひきこ
もりです。孤高と孤立という言葉があります。「孤高」が
自らの意志で独立した境遇を選ぶことに対し、「孤立」は
社会的なつながりが断ち切られる状態です。どのような
生き方をするかは個人の自由ですが、ひきこもっている
人々の中には、より社会に参加していきたいという希望
を内に持っていることも多いのです。ひきこもりは、不
登校という形で現れる子どもの時期から高齢に至るま
で、年齢を問わず大きな課題です。私は、大阪大学時代に、
壮年から高齢期に至るまでの孤立死に関する研究をして
いました。本市でも、寄り添う、居場所につなげる、手
に職をつけていただく、仕事に就いていただくなど、面
で広がる政策を浸透させたいと思っています。

　市民の皆さんと市長が語り合う場を月4回開催してい
ます。前回は、市立病院の未来について、以下の対話があ
りました。

　次回は11月9日㈰・12日㈬･19日㈬・
20日㈭に行財政改革（令和7年度中に見直
しの方向性を出すことを検討している事業）
をテーマに開催します。
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もりりんと語ろう、宝塚市の未来
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提案：�病院建設中も現病院での治療に支障がない
ようにしてほしい
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今後の予定
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建設中も運営を続け、影響が最低限に
なるよう努めます


